
わたしたちのまわりには，電気を使
し

用
よう

してい
るものが数多くある。便

べ ん

利
り

で快
か い

適
て き

な生活に，
電気はかかせない存

そ ん

在
ざ い

である。日本の電気の
消
しょう

費
ひ

量
りょう

は，増
ふ

え続
つづ

けている。

いつも使
つか

っている電気がどこから来るのか
調
しら

べてみよう。

火力発電では天
て ん

然
ね ん

ガスや石
せ き

炭
た ん

や石
せ き

油
ゆ

を，原子力
発電ではウランなどの燃料を，水力発電では水が
高いところから低

ひく

いところに落
お

ちる力を利用して発
電する。
電気は，水とちがいためておくことができない。季

き

節
せ つ

や時間ごとに，使
し

用
よ う

量
りょう

を予
よ

測
そ く

し，それに合わせて
発
は つ

電
で ん

量
りょう

を調
ちょう

節
せ つ

している。

●

②電気がとどくまで
●

●

●

くらしと電気

電気はどこから1

①くらしにかかせない電気

P.47 ～ 49「くらしと水」とこの単
たん

元
げん

のどちらかを選
えら

んで学
がく

習
しゅう

してください。

発電のしくみ
火力・原子力発電では燃
料
りょう

を使ってお湯を沸
わ

かし，
その蒸

じょう

気
き

を利
り

用
よう

してター
ビンを，水力発電では水
の流

なが

れる力を利用し水車
を回

まわ

して電気を作る。

▲ 電気がとどくまで

▲ 一家
か

族
ぞく

・１か月あたりの
電
でん

力
りょく

消
しょう

費
ひ

量
りょう

の変化

▲ 発
はつ

電
でん

機
き

のしくみ

▲ 発電電力量構
こう

成
せい

比
ひ

キロワット時

1970年度 80 90 2000
（電気事業連合会）
2010 2011
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水力発電

火力発電　原子力発電

天然ガス
43.2％

石炭
30.3％

（2013年度　電子事業連合会
「電源別発電電力量構成比」）
※四捨五入の関係により，
　合計が100％にならない。

し しゃ ご かんけいにゅう

石油
14.9％

原子力
1.0％

水力 8.5% 
再生可能なエネルギー 2.2％
さいせい か のう

工場など

家庭など

電車など

変電所

火力発電所
か りょくはつでんしょ

げん し りょく

すいりょく

へんでんじょ

こうじょう

か てい

原子力発電所

水力発電所
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火
か

力
りょく

発
は つ

電
でん

や原
げん

子
し

力
りょく

発電で使
し

用
よう

する石
せき

油
ゆ

やウランといっ
た燃

ねん

料
りょう

の資
し

源
げん

には限
かぎ

りがあ
る。これに対

たい

し，太
たい

陽
よう

光
こう

や
風
ふう

力
りょく

といった再
さ い

生
せ い

可
か

能
の う

なエ
ネルギー①はなくなること
がない。

①自
し

然
ぜん

の力を利
り

用
よう

した電気
●

電気をむだなく使うために，節
せ つ

電
で ん

につとめることが
大切である。
 ・使っていない電

で ん

化
か

製
せ い

品
ひ ん

のコンセントをぬく
 ・エアコンなどのフィルターをこまめに掃

そ う

除
じ

する
 ・テレビを見ていないときは，こまめに消

け

す など

②電気をむだなく使う
●

し ぜ ん り よ う

くらしと電気のこれから2
①再生可能なエネルギー
太陽光や風力など，自然
現
げん

象
しょう

によってもたらされ
るエネルギーのこと。使
用する以

い

上
じょう

のスピードで
再
さい

生
せい

・供
きょう

給
きゅう

されるので，
資
し

源
げん

がなくなることなくく
り返し使

つか

える。発電のと
きに，二

に

酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

や廃
はい

棄
き

物
ぶつ

をださないので，環
かん

境
きょう

に優
やさ

しい。

用 語

②原子力発
はつ

電
でん

所
しょ

の事故
2011年 3月の東日本大

だい

震
しん

災
さい

で，原子力発電所の
事故が発生し，有

ゆう

害
がい

な物
ぶっ

質
しつ

が広がった。2015年
2月現

げん

在
ざい

は国内の原子力
発電所の全てが停

てい

止
し

して
いる。

火力発電 原子力発電 水力発電 太陽光・風力・地
ちち

熱
ねつねつ

発電

発電方法
燃料を燃

も

やして発
はっ

生
せい

する熱
ねつ

を利
り

用
よう

。
燃料を燃やして発
生する熱を利用。

水の流
なが

れる力を
利用。

自
し

然
ぜん

界
かい

に存
そん

在
ざい

する資源を利
用。

燃　料
石油や天

てん

然
ねん

ガス，
石
せき

炭
たん

を輸
ゆ

入
にゅう

。
ウランを輸入。

使わない。 使わない。

長
ちょう

所
しょ

発
はつ

電
でん

量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

し
やすい。

二酸化炭素をだ
安
あん

定
てい

し
て大
たい

量
りょう

の電気を
発電できる。

短
たん

所
しょ

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

のひとつであ
る，二酸化炭素が

水が不足すると
発電できなくな
る。ダムをつくる

地形などの条
じょう

件
けん

で，設
せっ

置
ち

でき
る場

ば

所
しょ

が限
かぎ

られる。発電の
が高い。発電量が自然

条
じょう

件
けん

に左右される。

二酸化炭素をだ
さない。

二酸化炭素や廃
棄物をださない。

二酸化炭素や廃棄物をださ
ない。

る，二酸化炭素が
発生する。

事事
じ

故故
こ

②が起
お

きると，
深
しん

刻
こく

な被
ひ

害
がい

が発
生する。

られる。発電の
費
ひ

用
よう

が高い。発電量が自然る。ダムをつくる
ときに，環境を破

は

壊
かい

する。

▲ エネルギー資源の採
さい

掘
くつ

が
　  可

か

能とされる残
のこ

りの年数

1兆
6,526億
パーレル

（2011年末）
※1

（※1 BP統計2012）
（※2 OECD・IAEA「Uranium 2012」）

（2011年末）
※1

（2011年末）
※1

（2011年1月）
※2

208兆m³

63.6年54.2年

石油 天然ガス
てんねん せきたん

ウラン 石炭

93年 112年

533万
トン

8,609億
トン

▲ 発電の特
とく

徴
ちょう

▲ ソーラーパネル


